
2月 11日・建国記念の日

（如月） FEBRUARY

新車の新規登録を行う場合に必要な、自動車の検査・登録、保
管場所証明、自動車税の納付等の手続を各役所の窓口に行かずイ
ンターネット上で一括してできるシステム。ただし、平成20年11
月現在利用できる地域は、東京、神奈川、愛知、大阪、埼玉、静
岡、岩手、群馬、茨城、兵庫の10都府県に限定されています。
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ワンポイント

2月の税務と労務

自動車関係保有手続のワンストップサービス

国　税／平成20年分所得税の確定

申告 2月16日～3月16日

（還付申告は申告期間前で

も受け付けられます）

国　税／贈与税の申告

2月1日～3月16日

国　税／1月分源泉所得税の納付

2月10日

国　税／12月決算法人の確定申告

（法人税・消費税等） 3月2日

国　税／6月決算法人の中間申告

3月2日

国　税／3月、6月、9月決算法人の

消費税等の中間申告

（年3回の場合） 3月2日

国　税／決算期の定めのない人格

なき社団等の法人税の申

告及び納付 3月2日

地方税／固定資産税の第 4期分の

納付

市町村の条例で定める日

梅
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「
通
勤
」
と
は
、
労
働
者
が
、
就

業
に
関
し
、
①
住
居
と
就
業
の
場
所

と
の
間
の
往
復
、
②
就
業
の
場
所
か

ら
他
の
就
業
の
場
所
へ
の
移
動
、
③

住
居
と
就
業
の
場
所
と
の
間
の
往
復

に
先
行
し
、
ま
た
は
後
続
す
る
住
居

間
の
移
動
を
、
合
理
的
な
経
路
及
び

方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
を
い
い
、
業

務
の
性
質
を
有
す
る
も
の
を
除
く
も

の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
移
動
の
経
路
を
逸
脱
ま
た

は
移
動
を
中
断
し
た
場
合
に
は
、
そ

の
逸
脱
・
中
断
の
間
及
び
そ
の
後
の

移
動
は
「
通
勤
」
と
は
な
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
逸
脱
・
中
断
が
「
日
常
生

活
上
必
要
な
行
為
で
あ
っ
て
、
や
む

を
得
な
い
事
由
に
よ
り
行
う
た
め
の

最
小
限
度
の
も
の
」
で
あ
る
場
合
は
、

逸
脱
・
中
断
の
間
を
除
き
通
勤
と
な

り
ま
す
。「
日
常
生
活
上
必
要
な
行
為
」

と
し
て
、
次
の
も
の
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

①

日
用
品
の
購
入
そ
の
他
こ
れ
に

準
ず
る
行
為

②

職
業
訓
練
等
の
教
育
訓
練
で
あ

っ
て
職
業
能
力
の
開
発
向
上
に
資

す
る
も
の
を
受
け
る
行
為

③
　
選
挙
権
の
行
使
等
の
行
為

④

病
院
ま
た
は
診
療
所
に
お
い
て

診
察
・
治
療
を
受
け
る
等
の
行
為

⑤

要
介
護
状
態
に
あ
る
配
偶
者
、

子
、
父
母
、
配
偶
者
の
父
母
並
び

に
同
居
し
、
か
つ
、
扶
養
し
て
い

る
孫
、
祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹
の

介
護
（
継
続
的
に
又
は
反
復
し
て

行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
）

以
下
、
通
勤
災
害
に
係
る
事
例
を

掲
げ
ま
す
。

自
転
車
通
勤
し
て
い
る
社
員
の
Ｄ

は
、
自
宅
が
近
い
た
め
昼
休
み
に
帰

宅
し
、
午
後
再
び
出
社
し
て
い
ま
す
。

先
週
、
い
つ
も
の
よ
う
に
昼
休
み
に

自
宅
に
帰
る
途
中
転
倒
し
て
ケ
ガ
を

し
ま
し
た
。
こ
の
場
合
、
通
勤
災
害

と
認
め
ら
れ
ま
す
か
。

通
勤
は
、
一
日
に
つ
い
て

一
回
の
み
し
か
認
め
ら
れ
な

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
昼

休
み
等
就
業
の
時
間
の
間
に
相
当
の

間
隔
が
あ
っ
て
帰
宅
す
る
よ
う
な
場

合
に
は
、
昼
休
み
に
つ
い
て
い
え
ば
、

午
前
中
の
業
務
を
終
了
し
て
帰
り
、

午
後
の
業
務
に
就
く
た
め
に
出
勤
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ

の
往
復
に
つ
い
て
は
就
業
と
の
関
連

が
認
め
ら
れ
、
通
勤
災
害
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

所
定
の
勤
務
（
午
後
五
時
ま
で
）

を
終
え
て
、
一
〇
分
後
に
退
社
す
る

際
、
同
僚
と
一
緒
に
会
社
の
隣
の
喫

茶
店
で
四
〇
分
ほ
ど
雑
談
し
、
同
僚

の
車
で
合
理
的
な
経
路
で
自
宅
ま
で

送
ら
れ
、
降
り
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

乗
用
車
に
追
突
さ
れ
ケ
ガ
を
し
た
場

合
は
、
通
勤
災
害
と
な
る
の
で
す
か
。

喫
茶
店
に
立
ち
寄
っ
て
過

ご
し
た
行
為
は
、
通
常
通
勤

の
途
中
で
行
う
「
さ
さ
い
な
行
為
」

に
は
該
当
せ
ず
、
ま
た
「
日
用
品
の

購
入
な
ど
日
常
生
活
上
必
要
な
行
為

を
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
行
う

た
め
の
最
小
限
度
の
も
の
」
と
も
認

め
ら
れ
な
い
た
め
、
中
断
後
の
災
害

に
該
当
し
、
通
勤
災
害
と
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。

業
務
終
了
後
、
書
籍
を
購
入
す
る

た
め
通
り
道
の
書
店
に
一
〇
分
程
立

ち
寄
り
、
そ
の
後
電
車
に
乗
っ
て
最

寄
り
駅
で
下
車
、
自
宅
に
向
か
う
途

中
で
乗
用
車
と
接
触
し
、
ケ
ガ
を
し

た
場
合
、
通
勤
災
害
と
し
て
認
め
ら

れ
ま
す
か
。
ま
た
、
書
店
で
一
時
間

以
上
も
立
ち
読
み
し
た
場
合
も
通
勤

災
害
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
か
。

前
段
の
行
為
（
書
籍
を
買

う
た
め
に
ご
く
〝
短
時
間
〞

立
ち
寄
っ
た
行
為
）
は
、「
日
用
品
の

購
入
な
ど
日
常
生
活
上
必
要
な
さ
さ

い
な
行
為
」
に
該
当
し
ま
す
の
で
通

勤
災
害
と
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
が
、
書
店
で
一
時
間
以
上
も

立
ち
読
み
し
た
よ
う
な
行
為
は
、
さ

さ
い
な
行
為
と
み
な
さ
れ
る
の
は
難

し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
立
ち

読
み
を
日
用
品
の
購
入
な
ど
の
行
為

と
み
な
さ
れ
る
可
能
性
も
低
い
と
考

え
ら
れ
、
立
ち
読
み
後
通
勤
経
路
に

戻
っ
た
後
の
災
害
は
、
逸
脱
・
中
断

Q1A

A

A

昼
休
み
に
帰
宅
す
る
途
中

の
災
害

Q2

退
社
途
中
、
経
路
上
の
喫

茶
店
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん

だ
後
の
災
害

Q3

帰
宅
途
中
、
書
店
で
立
ち

読
み
後
、
通
勤
経
路
で
被

災
し
た
場
合
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後
の
災
害
と
し
て
通
勤
災
害
に
は
該

当
し
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

出
退
勤
の
途
中
、
理
・
美
容
の
た

め
理
髪
店
ま
た
は
美
容
院
に
立
ち
寄

る
行
為
は
、「
日
用
品
の
購
入
な
ど
日

常
生
活
上
必
要
な
行
為
」
に
該
当
す

る
の
で
す
か
。

理
・
美
容
を
す
る
行
為
に

つ
い
て
は
、
職
場
で
清
潔
に

気
持
ち
よ
く
勤
務
す
る
保
健
衛
生
な

ど
の
見
地
か
ら
も
、
ま
た
、
日
常
生

活
上
に
お
い
て
も
必
要
な
行
為
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
こ
れ

ら
の
行
為
は
、
通
常
、
通
勤
の
途
中

で
行
わ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
特
段
の
事
情
が
認
め
ら

れ
る
場
合
を
除
き
「
日
用
品
の
購
入

な
ど
日
常
生
活
上
必
要
な
行
為
」
に

該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

業
務
終
了
後
帰
宅
し
よ
う
と
し
た

の
で
す
が
、
そ
の
日
は
大
掃
除
が
あ

っ
た
た
め
に
空
腹
を
覚
え
た
の
で
、

会
社
の
近
く
に
あ
る
飲
食
店
で
食
事

を
し
た
後
す
ぐ
に
会
社
に
戻
り
、
通

常
の
勤
務
経
路
を
徒
歩
で
駅
に
向
か

う
途
中
、
乗
用
車
に
は
ね
ら
れ
ケ
ガ

を
し
ま
し
た
。
こ
の
被
災
労
働
者
は

通
勤
災
害
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
か
。

な
お
、
被
災
労
働
者
は
妻
帯
者
で
、

通
常
は
自
宅
で
夕
食
を
と
っ
て
お
り
、

会
社
と
自
宅
間
の
所
要
時
間
は
約
二

〇
分
で
、
通
常
利
用
す
る
電
車
も
二

〇
分
間
隔
で
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
次
の
理
由

か
ら
「
日
用
品
の
購
入
そ
の

他
こ
れ
に
準
ず
る
日
常
生
活
上
必
要

な
行
為
」
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
の
で
、

通
勤
災
害
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

①

被
災
労
働
者
は
妻
帯
者
で
、
通

常
は
自
宅
で
夕
食
を
と
っ
て
い
た

こ
と
。

②

会
社
と
自
宅
間
の
所
要
時
間
は

片
道
二
〇
分
程
度
で
あ
り
、
た
と

え
空
腹
で
あ
っ
た
と
し
て
も
帰
宅

途
中
に
食
事
を
と
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
合
理
的
な
理
由
が
な
い
こ

と
。

出
社
す
る
た
め
マ
ン
シ
ョ
ン
の
二

階
の
自
室
（
住
居
）
を
出
て
階
段
を

下
り
る
と
き
、
靴
の
か
か
と
が
階
段

に
引
っ
か
か
り
転
落
し
た
場
合
は
、

通
勤
災
害
と
認
め
ら
れ
ま
す
か
。
ま

た
、
一
戸
建
の
自
宅
の
玄
関
先
の
石

段
を
上
る
と
き
転
倒
し
て
被
災
し
た

場
合
に
つ
い
て
も
教
え
て
下
さ
い
。

労
働
者
が
居
住
す
る
マ
ン

シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
の

集
合
住
宅
の
場
合
は
、
部
屋
の
外
戸

が
、
住
居
と
通
勤
経
路
と
の
境
界
点

と
な
り
ま
す
の
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等

の
建
物
内
の
階
段
で
発
生
し
た
災
害

は
、
通
勤
災
害
と
し
て
認
め
ら
れ
ま

す
。後

者
の
場
合
は
、
労
働
者
の
住
居

内
に
お
い
て
発
生
し
た
災
害
で
す
。

こ
の
場
合
の
通
勤
の
境
界
点
は
、
公

衆
の
通
行
が
自
由
で
あ
る
場
所
か
ら

が
通
勤
経
路
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
住
居
と
就
業
の
場
所
と
の
間
の

通
勤
災
害
に
は
該
当
し
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

事
故
当
日
い
つ
も
の
起
床
時
刻
よ

り
遅
れ
た
た
め
、
朝
食
も
と
ら
ず
通

常
よ
り
五
分
遅
れ
て
自
宅
を
出
て
、

急
い
で
Ｍ
駅
に
向
か
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
Ｍ
駅
構
内
の
階
段
で
倒
れ
て

い
た
の
を
発
見
さ
れ
、
医
師
に
よ
る

手
当
を
受
け
た
の
で
す
が
、
急
性
心

不
全
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
場
合
は
、
通
勤
災
害
と
認
め
ら

れ
る
の
で
す
か
。

「
通
勤
に
よ
る
疾
病
」
と

は
、
通
勤
に
よ
る
ケ
ガ
ま
た

は
通
勤
に
関
連
あ
る
諸
種
の
状
態

（
突
発
的
ま
た
は
異
常
な
で
き
ご
と

等
）
が
原
因
と
な
っ
て
発
病
し
た
こ

と
が
医
学
的
に
明
ら
か
に
認
め
ら
れ

る
も
の
を
い
い
ま
す
。
こ
の
被
災
労

働
者
の
通
勤
途
中
に
発
生
し
た
急
性

心
不
全
に
よ
る
死
亡
は
、
特
に
発
病

の
原
因
と
な
る
よ
う
な
通
勤
に
よ
る

ケ
ガ
ま
た
は
通
勤
に
関
連
あ
る
突
発

的
な
で
き
ご
と
等
が
認
め
ら
ず
「
通

勤
に
通
常
伴
う
危
険
が
具
体
化
し
た

も
の
」
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
通
勤
災
害
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

Q6

マ
ン
シ
ョ
ン
の
階
段
か
ら

の
転
落
事
故

Q7

出
勤
途
上
で
急
性
心
不
全

に
よ
り
死
亡
し
た
と
き

A

A

A

A

Q4

出
退
勤
の
途
中
、
理
髪
店

ま
た
は
美
容
院
に
立
ち
寄

る
行
為

Q5

帰
宅
途
中
、
食
事
を
と
り

再
び
通
常
の
通
勤
経
路
に

戻
っ
た
後
の
災
害
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私
傷
病
の
被
保
険
者
が
治
療
を
受

け
る
場
合
で
あ
っ
て
、
患
者
の
症
状

か
ら
み
て
、
そ
の
医
療
機
関
の
設
備

等
で
は
十
分
な
診
療
が
で
き
ず
、
ま

た
移
動
を
行
う
こ
と
が
著
し
く
困
難

で
あ
る
患
者
を
、
医
師
の
指
示
に
よ

り
緊
急
に
転
院
し
た
場
合
に
は
、
そ

の
病
院
等
ま
で
に
要
し
た
交
通
費

が
、
移
送
費
（
現
金
給
付
）
と
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
あ
く
ま
で
保
険
者
が
、

療
養
が
保
険
診
療
と
し
て
適
切
で
あ

る
と
認
め
る
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
単
に
患
者
の
希
望

に
よ
り
転
院
す
る
場
合
や
通
院
の
た

め
あ
る
い
は
入
院
に
必
要
な
寝
具
等

身
の
回
り
品
の
運
送
な
ど
に
つ
い
て

は
、
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

支
給
額
は
、
最
も
経
済
的
な
通
常

の
経
路
及
び
方
法
に
よ
り
移
送
さ
れ

た
場
合
の
実
費
額
で
す
。

患
者
が
転
院
す
る
と
き

再度の介護休業の取得

労働者（日雇労働者を除く）は、事業
主に申し出て、要介護状態にある対象家
族を介護するための休業をすることがで
きます。介護休業ができるのは、同一の
対象家族について、一の要介護状態ごと
に１回で、日数は通算して93日が限度で
すので、すでに介護休業をしている場合
は、93日から介護休業をした日数を差し
引いた残りの日数となります。たとえば
義父の介護のためにすでに40日間の介護
休業をしている場合、別の部位の状態が
悪くなり新たに義父の介護のための休業
を申し出るときは、最大でも53日です。
なお、対象家族とは、配偶者（内縁関

係を含む）、父母及び子並びに配偶者の父
母、労働者が同居し、かつ、扶養してい
る祖父母、兄弟姉妹、孫をいい、この場
合の同居には、労働者が介護のために別
居していた家族の家に泊り込んだり、介
護のために別居していた家族をその労働
者の家に引き取る場合も含まれます。

雇用支援制度導入奨励金

就職困難者や要支援者の就職を促進する
ことを目的に、雇用支援制度導入奨励金が
実施されています。
本奨励金は、トライアル雇用やステップ

アップ雇用により雇用した労働者を常用雇
用へ移行し、雇用環境の改善措置等を実施
した事業主に1回当たり30万円を支給する
というものです。
支給要件は次のとおりで、事業主は、次

のすべてに該当していることが必要です。
a トライアル雇用求人またはステップア
ップ雇用に係る求人の申請を、ハローワ
ークに提出していること。

s トライアル雇用奨励金、精神障害者ス
テップアップ雇用奨励金の支給対象とな
っていること。

d トライアル雇用またはステップアップ
雇用労働者を、常用雇用へ移行し、雇用
保険の被保険者（短期雇用特例被保険者

及び日雇労働被保険者を除く）として雇
用したこと。

f dの雇用開始日から常用雇用へ移行す
るまでの間に、就労・就職が容易になる
ように、たとえば指導責任者を任命し、
常用雇用に移行後３カ月以上継続して指
導、援助を実施した場合（＊）など一定
の雇用環境の改善措置等を行ったこと。

g fの措置の実施状況等を明らかにする
書類を整備していること。

支給申請は、「雇用支援制度導入奨励金
支給申請書」に、①就業規則、指導責任者
任命書など雇用環境の改善措置の内容が確
認できるもの、②常用雇用へ移行したこと
が証明できるもの、③出勤簿・賃金台帳を
添付して、常用雇用移行後の最初の賃金支
払日の翌日から２カ月（＊の場合は、常用
雇用へ移行後３カ月後の最初の賃金支払日
の翌日から２カ月）以内に所轄ハローワー
クに行います。




